
　
こ
の
緊
急
提
案
募
集
に
応
募
さ
れ
た
職
員
数
は
三

百
一
人
で
、
消
防
局
港
北
消
防
署
小
机
出
張
所
か
ら

は
、
職
員
一
同
と
し
て
応
募
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
一

人
で
十
九
件
も
の
提
案
を
応
募
し
た
職
員
も
あ
っ
た
。

　
応
募
の
多
か
っ
た
職
場
は
、
日
頃
か
ら
防
災
活
動

に
最
前
線
で
取
り
組
ん
で
い
る
消
防
署
か
ら
が
四
十

表　寄せられた主な提案

２
-
応
募
結
果

　
こ
の
緊
急
特
集
号
の
編
集
に
あ
た
り
、
編
集
部
で

は
横
浜
市
職
員
を
対
象
と
し
て
、
災
害
対
策
に
つ
い

て
の
緊
急
提
案
募
集
を
行
っ
た
。
二
月
十
六
日
～
二

十
四
日
に
か
け
て
の
約
一
週
間
と
い
う
短
い
募
集
期

間
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応
募
件
数
は
三
百
四
十
九
件

に
の
ぼ
り
、
職
員
の
多
く
が
今
回
の
震
災
を
真
剣
に

受
け
と
め
、
今
後
の
災
害
対
策
の
あ
り
方
に
大
き
な

関
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
限
ら
れ
た
紙
面
で
提
案
の
す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
寄
せ
ら
れ
た

提
案
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

自治体の防災体制に関するもの

○職員の自治体間動員、被災地救援など自治体相互の連携

○市内での職員の動員・参集体制について

○防災訓練、特殊技能の研修、職員の任務・役割

○職員の緊急時行動マニュアルの作成

情報管理（収集・提供・連絡）に関するもの

○防災行政無線の拡充．アマチュア無線の活用

○パソコン通信を活用した情報収集と提供

○テレビ・ラジオなどマスメディアの利用

○電話・FAXの災害時利用法

避難場所・防災拠点に関するもの

○学校の機能・役割（避難場所・防災拠点として）

○非常用トイレ

○避難場所としての公共施設の活用

○広域避難場所について

水の確保に関するもの

○防火水槽の整備や河川･海からの取水など消火用水の確保

○井戸水や雨水など飲料水･生活用水としての利用

○水道施設の強化

地域･ボランティアに関するもの

○地域防災組織の強化･充実について

○ボランティアの活用と連携のあり方

都市づくりに関するもの

○建築物の規制と耐震性強化

○防災空間としてのオープンスペースの確保

交通･物質輸送に関するもの

○水上交通路の確保や船舶の利用

○ヘリポートの整備、ヘリコプターの増強

○物資集配基地の整備、物資輸送システム

市民防災に関するもの

○防災広報など市民の防災意識の啓発

○家庭･職場の防災対策

消防･医療に関するもの

○消防設備の充実など消防体制の整備

○病院の防災体制、地域での医療救援体制

物資・食糧の備蓄に関するもの

○防災物品・非常用資材、水と食糧の備蓄

○備蓄場所の確保

１
-
提
案
募
集
の
概
要

九
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
今
回
の
震
災
で
多
く
の

被
災
者
の
避
難
場
所
と
な
っ
た
学
校
（
市
立
学
校
）

か
ら
が
三
十
七
件
、
区
保
健
所
二
十
九
件
の
順
と
な
っ

て
い
る
。

　
寄
せ
ら
れ
た
応
募
作
品
は
、
一
件
に
つ
き
一
つ
の

提
案
を
具
体
的
に
記
述
し
て
あ
る
も
の
や
、
一
件
に

複
数
の
提
案
を
列
記
し
て
あ
る
も
の
ま
で
様
々
で
あ
っ

３
-
主
な
提
案

■
編
集
部

○
職
員
の
災
害
対
策
提
案

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
④

１
－
提
案
募
集
の
概
要

２
－
応
募
結
果

３
‐
主
な
提
案

４
－
提
案
の
事
業
化
に
向
け
て
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た
。
ま
た
、
提
案
の
内
容
に
は
か
な
り
の
重
複
が
見

ら
れ
、
災
害
対
策
に
お
け
る
職
員
の
関
心
の
所
在
が

示
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
応
募
作
品
を
構
成
す
る
個

別
の
提
案
ご
と
に
大
ま
か
な
分
類
を
行
い
、
重
複
し

た
提
案
が
み
ら
れ
た
主
な
分
野
を
列
挙
す
る
と
、
表

の
と
お
り
と
な
っ
た
。

①
－
自
治
体
の
防
災
体
制
に
関
す
る
提
案

　
や
は
り
、
自
治
体
職
員
と
し
て
は
、
災
害
時
の
自

ら
の
行
動
や
任
務
に
関
心
が
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、

災
害
時
の
参
集
・
動
員
体
制
や
日
頃
の
防
災
訓
練
の

あ
り
方
、
緊
急
時
の
行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど

に
つ
い
て
の
提
案
が
多
く
見
ら
れ
た
。
特
に
、
今
回

の
震
災
で
は
、
自
治
体
職
員
の
初
動
体
制
の
遅
れ
が

報
じ
ら
れ
た
が
、
職
員
の
参
集
・
動
員
に
つ
い
て
、

市
外
に
居
住
す
る
職
員
は
居
住
地
の
自
治
体
へ
参
集

す
る
と
い
っ
た
広
域
的
な
動
員
体
制
の
提
案
や
、
市

内
居
住
者
に
つ
い
て
も
直
近
の
小
中
学
校
な
ど
を
参

集
先
に
指
定
す
る
と
い
っ
た
提
案
、
区
役
所
職
員
の

う
ち
一
定
数
は
区
内
居
住
者
を
配
置
し
て
お
く
な
ど
、

災
害
初
動
時
の
要
員
確
保
を
図
る
た
め
の
提
案
が
多

く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
そ
の
他
、
防
災
服
や
動
員
個
人
票
と
い
っ
た
職
員

に
支
給
さ
れ
る
装
備
な
ど
に
関
す
る
改
善
案
や
、
被

災
時
の
リ
ス
ク
分
散
を
考
慮
し
た
本
庁
機
能
の
分
散

に
関
す
る
提
案
、
ま
た
、
職
員
は
日
頃
か
ら
居
住
地

域
で
地
域
活
動
に
で
き
る
だ
け
参
加
し
、
地
域
と
の

結
び
つ
き
を
深
め
て
お
く
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
提

案
が
寄
せ
ら
れ
た
。

②
－
情
報
管
理
に
関
す
る
提
案

　
今
回
の
震
災
で
は
、
国
や
自
治
体
の
情
報
収
集
や

提
供
な
ど
情
報
管
理
に
関
す
る
問
題
が
大
き
く
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
被
災
地
の

状
況
を
早
期
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
被
災
者
の
生

活
に
関
わ
る
正
し
い
情
報
を
的
確
に
提
供
す
る
こ
と

が
、
パ
ニ
ッ
ク
防
止
の
点
か
ら
も
求
め
ら
れ
、
そ
の

た
め
の
情
報
通
信
手
段
に
つ
い
て
平
常
時
か
ら
対
策

を
講
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
情
報
管
理
に
関
わ
る
提
案
に
は
、
防
災

無
線
の
充
実
や
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
活
用
な
ど
、
無

線
通
信
に
関
す
る
も
の
と
、
今
回
の
震
災
で
も
有
効

な
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
注
目
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
通

信
の
活
用
に
関
す
る
も
の
が
特
に
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

中
に
は
、
後
述
す
る
学
校
の
防
災
拠
点
と
し
て
の
機

能
拡
充
と
関
連
づ
け
て
、
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
通
信
や

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
ク
ラ
ブ
を
設
け
、
日
頃
か
ら
子

供
た
ち
に
情
報
処
理
能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
て
お
く

と
い
っ
た
提
案
も
見
ら
れ
た
。

　
そ
の
他
、
幹
部
職
員
へ
の
携
帯
電
話
の
貸
与
、
聴

覚
障
害
者
へ
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
情
報
提
供
、
兵
庫
県

で
も
被
災
後
に
設
置
さ
れ
た
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
の
開
設
な

ど
に
つ
い
て
提
案
が
あ
っ
た
。

③
－
避
難
場
所
や
防
災
拠
点
に
関
す
る
提
案

　
避
難
場
所
や
地
域
の
防
災
拠
点
に
関
わ
る
提
案
の

中
で
は
、
学
校
に
関
す
る
も
の
が
特
に
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
今
回
の
震
災
で
も
多
く
の
被
災
者
が
地
域
の

避
難
場
所
と
し
て
学
校
に
避
難
し
て
お
り
、
ま
た
、

本
市
の
ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
で
も
、
身
近
な

小
中
学
校
を
災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
、
情
報
受
伝

達
、
防
災
資
機
材
等
の
備
蓄
な
ど
の
機
能
と
適
切
な

運
営
体
制
を
備
え
た
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
こ
の
提

案
募
集
で
も
市
立
学
校
の
教
職
員
か
ら
多
く
の
提
案

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
④
職
員
の
災
害
対
策
提
案

◎
応
募
作
品
の
紹
介

　
こ
こ
で
は
応
募
作
品
か
ら
、
ほ
ん

の
一
部
で
は
あ
る
が
提
案
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

○
デ
ー
タ
の
共
有
と
効
率
化

　
港
湾
局
応
援
職
員
は
現
地
に
ワ
ー

プ
ロ
を
持
参
し
た
が
、
機
種
の
違
い

に
よ
り
神
戸
市
の
デ
ー
タ
を
利
用
で

き
な
か
っ
た
。
災
害
時
に
は
自
分
の

所
属
す
る
職
場
で
業
務
を
行
う
と
は

限
ら
な
い
の
で
、
デ
ー
タ
の
効
率
的

な
活
用
が
で
き
る
よ
う
、
ワ
ー
プ
ロ

の
導
入
を
や
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る

ソ
フ
ト
の
統
一
を
実
行
す
べ
き
だ
と

思
う
。

港
湾
局
施
設
課
　
中
村
揚
確

○
緊
急
用
備
蓄
食
糧
に
つ
い
て

　
な
ぜ
乾
パ
ン
な
の
か
。
水
な
し
で

大
量
に
食
べ
る
の
は
困
難
で
あ
り
、

ま
し
て
や
高
齢
者
や
病
気
の
人
々
に

食
事
と
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
緊
急
用
食
糧
は
身
体
的
弱
者

用
と
健
常
者
用
に
分
け
て
備
蓄
し
、

前
者
の
備
蓄
は
後
者
の
倍
以
上
の
分

量
と
す
る
。

　
福
祉
局
保
険
年
金
課
　
岡
崎
裕
子

○
は
し
け
・
船
の
利
用

　
港
の
コ
ン
テ
ナ
化
に
よ
る
余
剰
の

は
し
け
を
平
常
時
に
借
り
上
げ
て
お

き
、
食
糧
や
水
を
備
蓄
す
る
。
災
害

時
に
は
河
川
を
利
用
し
て
業
務
船
や

は
し
け
に
よ
り
被
災
者
の
救
出
や
食

糧
・
水
の
供
給
を
行
う
。
ま
た
、
被

災
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
宿
泊
の
た

め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
船
や
客
船
を
利
用

す
る
。

　
港
湾
局
開
発
事
業
課
　
逢
見
俊
昭

○
避
難
所
で
の
対
応
な
ど

　
避
難
所
で
の
最
小
限
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
る
た
め
、
学
校
の
体
育
館

内
で
あ
ら
か
じ
め
備
蓄
さ
れ
た
ロ
ー

プ
と
シ
ー
ト
を
利
用
し
仕
切
り
を
作

る
。
避
難
所
に
入
居
で
き
ず
救
援
を

待
っ
て
い
る
世
帯
に
は
、
目
印
と
し

て
特
製
の
風
船
を
掲
げ
救
援
を
待
つ

道
路
局
中
土
木
事
務
所
　
宮
澤
康
生

○
地
域
災
害
協
力
員
制
度

　
長
田
区
役
所
で
社
会
福
祉
職
の
派

遣
要
員
と
し
て
従
事
し
た
が
、
現
地

の
区
役
所
で
は
震
災
直
後
か
ら
三
日

間
の
初
期
対
応
に
お
け
る
職
員
不
足

が
話
題
と
な
っ
た
。
防
災
計
画
に
基

づ
く
対
策
が
機
能
す
る
ま
で
の
三
日

間
の
職
員
不
足
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
避
難
所
で
早
期
に
避
難
者
数
の

把
握
や
本
部
と
の
連
絡
な
ど
の
業
務

に
従
事
で
き
る
災
害
協
力
員
の
存
在

が
必
要
で
あ
ろ
う
。

中
区
福
祉
保
健
サ
ー
ビ
ス
課

渋
谷
　
哲

71●

て
も
ら
う
。



が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
市
民
の
避
難
場
所

と
し
て
、
ま
た
自
分
達
の
職
場
と
し
て
災
害
に
備
え

た
学
校
の
機
能
と
役
割
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
多
く
は
学
校
を
防
災
拠
点
と
し
て
整
備
す
る

た
め
の
方
策
と
し
て
、
情
報
管
理
機
能
を
備
え
る
、

非
常
用
資
材
を
備
蓄
し
て
お
く
、
貯
水
施
設
を
整
備

し
て
お
く
と
い
っ
た
内
容
の
提
案
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

学
校
と
地
域
住
民
が
一
緒
に
防
災
計
画
を
策
定
す
る
、

学
校
の
防
災
訓
練
は
地
域
の
住
民
と
合
同
で
行
う
と

い
っ
た
、
学
校
と
地
域
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
提
案

も
見
ら
れ
た
。

　
今
回
の
震
災
で
は
、
水
道
が
断
絶
し
た
際
の
ト
イ

レ
の
処
理
が
問
題
と
さ
れ
た
。
提
案
の
中
で
も
下
水

道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
を
利
用
し
た
仮
設
ト
イ
レ
に
つ
い

て
の
提
案
が
複
数
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
各
種
市

民
利
用
施
設
な
ど
公
共
施
設
を
高
齢
者
や
身
体
障
害

者
な
ど
の
優
先
避
難
場
所
と
す
る
、
発
災
時
に
広
域

避
難
場
所
に
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
掲
げ
避
難
の
目
印
と

す
る
と
い
っ
た
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。

④
－
水
の
確
保
に
関
す
る
提
案

　
今
回
の
震
災
で
は
、
建
築
物
や
高
速
道
路
、
鉄
道

と
と
も
に
水
道
施
設
の
被
害
が
甚
大
で
、
消
火
用
水

や
飲
料
・
生
活
用
水
な
ど
災
害
時
の
水
の
重
要
性
を

再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
提
案
で
も
か
な
り
の
も
の
が

何
ら
か
の
形
で
水
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
の
必
要
性

に
触
れ
て
い
た
。

　
消
火
用
水
に
つ
い
て
は
、
現
在
は
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
街
角
の
防
火
水
槽
を
見
直
す
内
容
の
提
案
の
ほ
か
、

河
川
や
海
か
ら
の
取
水
方
法
に
つ
い
て
の
提
案
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
飲
料
水
や
生
活
用
水
に
つ
い

て
は
、
雨
水
や
湧
き
水
、
井
戸
水
の
利
用
法
に
つ
い

て
多
く
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。

⑤
－
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
提
案

　
地
震
発
生
直
後
の
、
家
屋
の
下
敷
ぎ
と
な
っ
た
人
々

の
救
出
な
ど
で
、
隣
近
所
の
ま
と
ま
り
が
強
い
地
域

ほ
ど
団
結
力
が
強
く
、
組
織
的
に
行
動
で
き
た
と
い
っ

た
、
被
災
者
か
ち
の
声
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
大
規

模
な
災
害
に
対
し
て
、
自
治
体
の
防
災
体
制
に
は
限

界
が
あ
り
、
一
次
的
に
は
地
域
の
防
災
組
織
等
に
依

存
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
い
っ
た
認
識
か
ら
、
地
域

へ
の
防
災
資
材
配
備
、
町
の
防
災
組
織
の
強
化
と
い
っ

た
提
案
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
今
回
の
震
災

で
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に

関
連
し
た
提
案
も
か
な
り
寄
せ
ら
れ
、
災
害
に
備
え

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
の
休
暇
制
度
、

市
職
員
Ｏ
Ｂ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
複
数
見
受
け
ら
れ
た
。

⑥
－
都
市
づ
く
り
に
関
す
る
提
案

平
常
時
か
ら
防
災
の
視
点
を
も
っ
た
都
市
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
建
築
物
の
耐
震
性
強
化
や
規
制
、

ま
た
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
な
ど
防
災
空
間
と
し
て
の

公
園
、
広
幅
員
道
路
の
整
備
と
い
っ
た
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。

７
－
父
通
や
物
資
輸
送
に
関
す
る
提
案

　
交
通
手
段
に
関
す
る
提
案
と
し
て
は
、
は
し
け
や

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
活
用
、
水
陸
両
用
艇
の
配
備

と
い
っ
た
水
上
交
通
に
つ
い
て
の
提
案
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。
ま
た
、
物
資
集
配
拠
点
や
耐
震
港
湾
施
設

の
整
備
と
い
っ
た
提
案
も
見
ら
れ
た
。

⑧
－
市
民
防
災
に
関
す
る
提
案

○
避
難
生
活
の
模
擬
体
験

　
町
内
会
な
ど
地
域
の
活
動
単
位
ご

と
に
、
広
域
避
難
場
所
な
ど
を
中
心

に
一
泊
二
日
で
泊
ま
り
込
み
避
難
生

活
を
模
擬
体
験
す
る
。
サ
バ
イ
バ
ル

生
活
の
経
験
や
、
応
急
手
当
、
水
を

ろ
過
す
る
方
法
な
ど
を
実
践
し
な
が

ら
学
ぶ
。
小
学
生
な
ど
は
学
校
単
位

で
体
験
す
る
。

緑
政
局
企
画
課
　
岸
田
恭
子

○
市
域
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
災
害
時
に
は
、
ま
ず
自
分
の
居
住

す
る
市
町
村
に
か
け
つ
け
る
。
現
在

の
災
害
対
策
の
中
で
は
女
性
職
員
の

役
割
は
明
確
で
な
い
が
、
居
住
地
を

ベ
ー
ス
と
し
た
職
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
は
、
女
性
職
員
を
防
災
体
制
に

組
み
込
ん
で
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が

る
。

総
務
局
職
員
研
修
部
　
小
賀
野
敏
子

○
浜
っ
子
防
災
ハ
ン
カ
チ

　
子
供
達
を
守
る
た
め
、
日
頃
か
ら

携
帯
し
、
緊
急
時
対
応
の
手
引
き
と

す
る
。
小
学
校
学
区
を
一
単
位
と
し

た
エ
リ
ア
の
避
難
場
所
や
危
険
個
所
、

行
動
の
仕
方
、
名
前
や
血
液
型
を
記

載
す
る
。
自
治
会
や
子
供
会
が
中
心

と
な
り
版
下
を
作
成
す
る
。

港
湾
局
輸
入
促
進
地
域
担
当

塚
田
洋
一

○
防
災
地
区
カ
ル
テ
の
作
成

　
住
民
が
主
体
的
に
、
危
険
な
部
分

も
含
め
た
自
分
の
ま
ち
を
知
る
機
会

と
し
て
、
避
難
場
所
ま
で
の
ル
ー
ト

に
つ
い
て
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
、
関
心
の
あ
る
市
民
の

参
加
に
よ
り
、
ま
ち
の
特
徴
や
危
険

な
場
所
・
安
全
な
場
所
な
ど
を
地
図

に
す
る
。

神
奈
川
区
課
税
課
　
高
安
宏
昌

○
縦
型
防
火
水
槽

　
設
置
費
の
低
減
と
工
期
の
短
縮
、

設
置
面
積
の
縮
小
を
図
る
た
め
の
防

火
水
槽
の
施
工
法
。
筒
状
の
鋼
製
防

火
水
槽
を
工
場
で
あ
ら
か
じ
め
製
作

し
て
お
き
、
設
置
場
所
で
掘
っ
た
穴

に
埋
め
込
ん
で
配
管
を
施
す
。

交
通
局
新
羽
車
両
基
地
担
当

佐
々
木
雅
彦

○
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
安
否
確
認

　
災
害
時
に
安
否
を
知
り
た
い
人
と

知
ら
せ
た
い
人
の
ど
ち
ら
か
都
合
の

よ
い
時
に
情
報
を
登
録
す
る
。
情
報

を
聞
き
出
し
た
い
人
は
電
話
回
線
の

つ
な
が
り
や
す
い
地
域
の
伝
言
ダ
イ

ヤ
ル
か
ら
聞
き
出
す
と
い
う
シ
ス
テ

ム
。
被
災
地
以
外
の
地
方
の
基
地
局

を
使
用
す
れ
ば
、
回
線
の
混
乱
な
ど

を
避
け
ら
れ
る
。

消
防
局
高
田
消
防
出
張
所

河
野
謙
治
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市
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
、
広
報
よ
こ
は

ま
の
企
画
提
案
な
ど
広
報
・
啓
発
印
刷
物
の
作
成
に

つ
い
て
の
提
案
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
家
庭
や
職

場
で
の
防
災
対
策
と
し
て
、
家
具
の
転
倒
防
止
に
つ

い
て
の
提
案
も
寄
せ
ら
れ
た
。

⑨
－
そ
の
他

　
消
防
設
備
の
強
化
・
充
実
、
病
院
に
お
け
る
防
災

体
制
な
ど
消
防
・
医
療
に
関
す
る
提
案
や
、
放
置
自

転
車
の
非
常
用
資
材
と
し
て
の
備
蓄
や
簡
易
仮
設
住

宅
資
材
の
備
蓄
な
ど
、
物
資
・
食
糧
の
備
蓄
に
関
す

る
提
案
も
複
数
寄
せ
ら
れ
た
。

４
－
提
案
の
事
業
化
に
む
け
て

　
こ
の
職
員
提
案
募
集
で
は
、
予
想
以
上
に
多
く
の

応
募
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
提
案
内
容
を
個
別
に
審

査
せ
ず
、
以
上
の
よ
う
に
取
り
急
ぎ
概
略
を
紹
介
し

た
。
今
回
の
応
募
作
品
は
す
べ
て
、
職
員
提
案
制
度

（
ア
イ
デ
ア
ポ
ス
ト
）
に
よ
る
提
案
と
し
て
も
取
り

扱
う
こ
と
と
し
て
、
「
横
浜
市
業
務
改
善
推
進
委
員

会
」
で
審
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
月
一

日
～
二
十
四
日
に
か
け
て
市
民
か
ら
の
防
災
対
策
提

案
募
集
（
地
震
対
策
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
も
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
市
民
か
ら
の
提
案
と
と
も
に
、
本

市
の
今
後
の
地
震
対
策
を
検
討
す
る
た
め
設
置
さ
れ

た
「
横
浜
市
地
震
対
策
強
化
推
進
会
議
」
の
検
討
資

料
と
し
て
活
用
し
、
提
案
の
実
現
・
事
業
化
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
制
度

　
想
定
外
の
状
況
で
頼
り
に
な
る
の

は
自
分
の
体
験
と
勘
。
今
回
の
震
災

に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
日
頃
か
ら

職
員
が
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を

積
ん
で
お
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

年
七
日
程
度
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇

職
免
制
度
を
つ
く
る
。

緑
政
局
南
西
部
農
政
事
務
所

阿
比
留
聴
子

○
防
災
ま
ち
づ
く
り
協
力
認
定
制
度

　
市
街
化
区
域
内
の
樹
木
や
生
け
垣
、

集
団
的
農
地
、
樹
林
な
ど
に
つ
い
て
、

そ
の
防
災
機
能
を
認
定
し
、
十
年
間

の
保
存
と
災
害
時
の
使
用
承
諾
に
つ

い
て
協
定
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、

認
可
証
と
協
力
奨
励
金
の
交
付
を
行

緑
政
局
企
画
課
　
竹
内
昌
弘

○
地
域
療
養
者
マ
ッ
プ
の
作
成

　
保
健
婦
の
活
動
は
地
域
を
受
け
持
っ

て
保
健
の
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
地
域
の
在
宅
療
養
の
患
者
や

寝
た
き
り
の
人
な
ど
の
状
況
に
つ
い

て
情
報
を
持
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

情
報
が
災
害
時
す
ぐ
に
役
立
つ
よ
う
、

地
域
療
養
者
の
マ
ッ
プ
を
関
係
機
関

は
平
常
時
に
作
成
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
。

衛
生
局
地
域
保
健
課
　
田
中
香
南
江

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
④
職
員
の
災
害
対
策
提
案

○
職
員
の
家
族
の
安
否
確
認

　
災
害
時
に
は
職
員
自
身
も
被
災
者

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
職
員
が
配

備
計
画
ど
お
り
に
安
心
し
て
災
害
対

策
業
務
に
従
事
で
き
る
よ
う
、
年
一

回
程
度
家
族
の
状
況
等
に
つ
い
て
調

査
す
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に

は
家
族
の
安
否
確
認
と
援
助
対
策
を

行
う
セ
ク
シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
。

監
査
事
務
局
第
二
課
　
平
井
嘉
寿
子

○
学
校
で
防
災
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
年
一
回
小
中
学
校
で
、
指
定
地
域

の
訓
練
を
兼
ね
た
、
炊
き
出
し
や
防

災
用
品
の
使
用
を
行
う
防
災
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
奨
励
す
る
。
実

施
主
体
は
区
役
所
と
連
携
し
た
地
域

防
災
組
織
で
、
教
員
に
負
担
が
か
か

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
。

総
務
局
市
長
室
調
査
等
担
当

南
　
学

○
子
供
の
危
機
管
理
能
力
を
高
め
る

　
子
供
を
日
常
的
な
危
険
か
ら
遠
ざ

け
る
だ
け
で
な
く
、
危
険
を
回
避
す

る
能
力
を
年
齢
に
応
じ
て
身
に
つ
け

さ
せ
る
。
水
泳
で
は
着
衣
水
泳
を
実

施
、
夏
期
学
校
で
は
キ
ャ
ン
プ
で
自

炊
を
経
験
し
、
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ

な
ど
暗
闇
を
歩
く
経
験
に
よ
り
五
感

に
よ
る
行
動
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
。

横
浜
市
立
帷
子
小
学
校
　
松
下
希
一

○
家
庭
別
備
蓄
庫

　
小
中
学
校
を
避
難
場
所
に
指
定
す

る
場
合
、
各
家
庭
別
に
指
定
し
、
希

望
者
に
は
家
庭
別
備
蓄
庫
の
設
置
を

認
め
る
。
備
蓄
庫
は
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
郵
便
受
け
程
度
の
サ
イ
ズ
で
よ

く
、
空
き
教
室
な
ど
に
設
置
す
る
。

経
済
局
　
前
田
　
寿

○
屋
上
プ
ー
ル
の
水
の
活
用

　
被
災
者
が
住
み
や
す
い
学
校
施
設

で
あ
る
た
め
に
は
、
ト
イ
レ
の
水
が

問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
屋
上
プ
ー
ル

の
水
を
、
雨
水
利
用
の
中
水
管
に
直

結
し
て
お
き
、
ト
イ
レ
用
水
と
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

横
浜
市
立
本
牧
中
学
校
　
松
本
竹
弘

○
燃
料
の
備
蓄
と
二
輪
車
の
導
入

　
災
害
時
に
は
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

も
被
害
を
受
け
る
。
発
電
機
や
ボ
イ

ラ
ー
と
一
緒
に
、
燃
料
（
軽
油
）
を

備
蓄
し
て
お
く
。
学
校
を
避
難
所
と

し
て
整
備
す
る
際
に
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
自
立
を
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。

　
情
報
収
集
や
物
資
搬
送
の
た
め
の

機
動
力
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防
署

の
機
動
二
輪
隊
だ
け
で
な
く
、
各
局

区
で
も
二
輪
車
の
導
入
を
進
め
る
べ

き
で
あ
る
。

消
防
局
港
北
消
防
署

小
机
出
張
所
職
員
一
同

73●

う
。
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